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１
．迫
り
く
る
様
々
な
災
禍

　

本
誌
の
読
者
の
校
長
先
生
は
昭
和
後
半
生
ま

れ
だ
と
思
う
。
昭
和
後
半
の
30
年
間
に
比
べ
、

平
成
の
30
年
間
は
、
遥
か
に
多
く
の
被
害
地
震

が
起
き
た
。
昭
和
後
半
で
最
大
の
死
者
を
出
し

た
の
は
１
９
８
３
年
日
本
海
中
部
地
震
の

１
０
４
人
で
あ
り
、
震
度
７
の
地
震
は
起
き
て

い
な
い
。
一
方
、
平
成
の
30
年
間
に
は
、
２
万

人
強
の
犠
牲
者
を
出
し
た
２
０
１
１
年
東
日
本

大
震
災
、
６
千
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た

１
９
９
５
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
、
震
度

７
の
地
震
が
６
個
も
起
き
た
。
西
日
本
内
陸
直

下
の
地
震
も
多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

国
難
と
も
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
震
は
、
歴
史
上
、
繰

り
返
し
発
生
し
て
き
た
。
過
去
３
回
は
、

１
７
０
７
年
、
１
８
５
４
年
、
１
９
４
４
・
４
６

年
に
発
生
し
た
。
地
震
発
生
の
30
年
ほ
ど
前
か
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ら
、
地
震
の
活
動
期
に
入
る
と
い
わ
れ
、
西
日

本
が
広
く
被
災
し
て
社
会
が
混
乱
す
る
。
こ
の

た
め
、
元
禄
の
終
焉
、
幕
末
、
終
戦
な
ど
、
歴

史
の
転
換
期
に
重
な
っ
て
き
た
。

　

す
で
に
前
回
の
地
震
か
ら
76
年
が
経
つ
。
政

府
は
、
今
後
30
年
間
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
す
る
確
率
を
70
〜
80
％
と
評
価
し
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。

万
一
、Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

最
悪
、
直
接
死
が
30
万
人
強
、
年
間
の
被
害
金

額
２
０
０
兆
円
以
上
、
全
壊
・
焼
失
・
流
失
家

屋
２
０
０
万
棟
以
上
の
被
害
が
予
測
さ
れ
、
世

界
最
貧
国
に
な
る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
で
、
風
水
害
が
激
甚
化

し
て
い
る
。
終
戦
直
後
に
は
、
１
９
４
５
年
枕

崎
台
風
、
さ
ら
に
、
１
９
４
７
年
カ
ス
リ
ー
ン

台
風
、
１
９
５
４
年
洞
爺
丸
台
風
、
１
９
５
８

年
狩
野
川
台
風
、
１
９
５
９
年
伊
勢
湾
台
風
な

ど
、死
者
千
人
を
超
す
台
風
災
害
が
多
発
し
た
。

こ
の
た
め
、
ダ
ム
や
堤
防
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
１
９
６
０
年
代

以
降
の
約
60
年
間
、
大
き
な
被
害
を
出
す
台
風

は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
海
水
温

上
昇
で
勢
力
を
増
し
た
台
風
や
、
線
状
降
水
帯

に
よ
る
豪
雨
が
来
襲
し
、
既
存
の
ダ
ム
や
堤
防

な
ど
で
は
封
じ
込
め
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。

昨
年
に
は
、
本
州
に
上
陸
し
た
台
風
と
し
て
58

年
ぶ
り
に
名
前
が
つ
い
た
房
総
半
島
台
風
と
東

日
本
台
風
で
大
被
害
を
出
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
に
な
っ
て
全
世
界
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
。
国
や
科

学
の
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
国
民
一
人
一
人
が

注
意
深
く
生
活
す
る
し
か
な
い
。
人
類
の
歴
史

を
紐
解
く
と
、
人
類
は
、
感
染
症
や
災
害
な
ど

の
災
禍
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
や

文
化
を
作
っ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　

14
世
紀
に
は
、
ペ
ス
ト
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
口
が
激
減
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
な

が
っ
た
。
16
世
紀
に
は
、
天
然
痘
が
ア
メ
リ
カ

大
陸
に
感
染
し
、
多
く
の
現
地
人
が
命
を
落
と

し
て
ア
ス
テ
カ
や
イ
ン
カ
の
文
明
が
途
絶
え
て

い
っ
た
。
18
世
紀
に
は
、
産
業
革
命
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
で
の
１
７
５
５
年
リ
ス
ボ
ン
地
震
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
で
の
１
７
８
３
年
ラ
キ
火
山
噴
火
な

ど
で
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
や
フ
ラ
ン
ス
革
命

に
つ
な
が
っ
た
。

　

日
本
で
も
、
８
世
紀
の
天
然
痘
蔓
延
を
き
っ

か
け
に
仏
教
の
普
及
が
行
わ
れ
、
東
大
寺
な
ど

の
天
平
文
化
が
花
開
い
た
。
９
世
紀
末
に
は
、

疫
病
、
富
士
山
噴
火
、
東
北
の
震
災
や
関
東
地

震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
が
続
発
し
、
摂
関

政
治
や
国
風
文
化
が
芽
生
え
た
。
幕
末
に
は
、

黒
船
来
航
に
加
え
、
東
海
地
震
・
南
海
地
震
・

江
戸
地
震
、
江
戸
台
風
、
安
政
コ
レ
ラ
が
続
発

し
、
時
代
が
変
わ
っ
た
。
百
年
前
に
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
末
期
に
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行

し
、
日
本
で
も
40
万
人
弱
が
死
亡
し
た
。
そ
の

後
、
１
９
２
３
年
関
東
地
震
が
起
き
、
戦
争
へ

の
道
を
歩
ん
だ
。

　

し
か
し
、
学
校
で
こ
う
い
っ
た
災
禍
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
は
な
い
。
災
禍
と
世
界
史
・
日
本

史
を
関
連
づ
け
る
教
育
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
子
供
た
ち
は
、
災
禍
を
身
近
に
感

じ
て
い
な
い
。
人
工
空
間
に
囲
ま
れ
た
都
会
で

は
、
自
然
の
怖
さ
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
い
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
今
ま
さ
に
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
の
大
地
震
が
切
迫
し
、
西
日
本
は
地
震

の
活
動
期
を
迎
え
て
い
る
。
首
都
直
下
地
震
や

千
島
海
溝
沿
い
の
地
震
も
心
配
で
あ
る
。
地
球

温
暖
化
に
よ
っ
て
風
水
害
が
激
甚
化
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
も
付
き
合
う
必
要
が
あ

る
。

　

日
本
は
、大
化
以
降
、２
４
８
の
元
号
を
持
っ

て
い
る
。
現
在
は
天
皇
の
代
替
わ
り
に
よ
る
代

始
改
元
の
み
だ
が
、
か
つ
て
は
、
災
異
改
元
、

祥
瑞
改
元
、
革
年
改
元
も
あ
っ
た
。
調
べ
て
み

る
と
、
改
元
の
約
半
数
は
、
災
禍
に
よ
る
災
異

改
元
だ
っ
た
。
災
禍
に
は
、
地
震
、
干
ば
つ
、

風
水
害
、
飢
饉
、
大
火
、
疫
病
、
兵
乱
な
ど
が

あ
る
。
大
局
的
に
見
る
と
、
小
氷
期
に
は
気
候

変
動
に
よ
る
気
象
災
害
が
起
き
や
す
く
、
そ
れ
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に
よ
り
凶
作
と
な
っ
て
飢
饉
と
な
り
、
疫
病
が

蔓
延
し
や
す
く
な
り
、
社
会
の
混
乱
に
よ
っ
て

兵
乱
が
生
じ
る
。
そ
こ
に
地
震
が
組
み
合
わ
さ

る
と
、
歴
史
の
転
換
期
を
迎
え
る
、
と
い
っ
た

相
関
を
感
じ
る
。

２
．生
き
る
力
を
育
む
教
育

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
国
民
が
、
過
度

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人
口
集
中
の
問
題
を
反
省

し
、
ロ
ー
カ
ル
や
自
律
・
分
散
を
大
切
に
し
た

価
値
観
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。
今
、
災
禍
を
わ

が
こ
と
と
考
え
、
自
助
と
共
助
で
乗
り
越
え
る　

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
に
は
、
日
本
人

が
普
通
に
持
っ
て
い
た
「
生
き
る
力
」
で
あ
る
。

真
の
「
生
き
る
力
」
を
付
け
る
に
は
、
①
災
害

が
起
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
過
去
の
災
害
事
例
を

良
く
理
解
し
、
危
険
度
の
高
い
地
域
を
避
け
る

知
恵
を
持
ち
、
②
災
害
に
負
け
な
い
た
め
の
対

策
手
段
を
会
得
・
実
践
し
、
③
被
災
時
に
、
自

ら
の
命
を
守
り
、
他
者
と
助
け
合
っ
て
、
災
害

を
乗
り
越
え
る
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
に
は
学
校
と
地
域
と
家
庭
の
協
力
が
望
ま

れ
る
。

　

孫
子
は
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百
戦
殆
う

か
ら
ず
」
と
の
格
言
を
残
し
た
。
彼
を
知
れ
ば

「
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
と
、予
め
難
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
己
を
知
れ
ば
弱
点
と
改

善
策
が
分
か
る
の
で
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
対

策
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
バ
ネ
に
し
て

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
と
は
、危
険
を

知
り
、避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

過
去
の
災
害
を
学
ぶ
こ
と
、
地
象
（
地
震
・
火

山
）
や
気
象
変
動
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ

こ
と
、
地
形
や
地
質
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
が
必
要

で
あ
る
。
災
害
は
繰
り
返
し
土
地
に
依
存
す
る

の
で
、
日
本
や
世
界
の
歴
史
に
加
え
、
地
史
も

学
び
た
い
。
地
象
・
気
象
や
地
形
・
地
質
の
理

解
に
は
、
物
理
・
化
学
・
地
学
・
地
理
な
ど
の

素
養
も
必
要
と
な
る
。

　
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

や
、
建
物
、
室
内
の
安
全
性
を
確
認
し
、
耐
震

対
策
や
、
備
蓄
、
避
難
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
対
策
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
災
害
後

に
逞
し
く
生
き
て
い
く
に
は
、
体
と
心
の
健
康

も
大
事
に
な
り
、
技
術
家
庭
、
保
健
体
育
や
総

合
学
習
が
役
立
つ
。

　

一
般
に
防
災
教
育
と
い
う
と
避
難
訓
練
を
思

い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
が
、
全
教
科
の
総
合
化

が
肝
心
で
あ
り
、
地
域
社
会
と
の
協
働
が
不
可

欠
で
あ
る
。
防
災
を
通
し
て
、
教
育
の
在
り
方

を
考
え
る
契
機
に
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

３
．名
古
屋
大
学
減
災
館

　

減
災
館
は
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
研
究
拠

点
、
備
え
の
推
進
拠
点
、
災
害
時
の
対
応
拠
点

の
３
つ
の
役
割
を
担
う
た
め
に
、
２
０
１
４
年

３
月
に
建
設
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
縦
断
す

る
大
通
り
に
面
し
て
建
っ
て
お
り
、
三
角
形
平

面
の
建
物
に
円
形
屋
根
の
塔
屋
を
乗
せ
た

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
状
の
免
震
建
物
で
あ
る
。
ち

な
み
に
塔
屋
（
実
験
室
）
も
免
震
で
、
揺
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

減
災
館
の
１
〜
２
階
は
展
示
・
学
習
施
設
と

し
て
一
般
公
開
し
、
多
様
な
セ
ミ
ナ
ー
を
ほ
ぼ

毎
日
開
催
し
て
い
る
。
防
災
・
減
災
の
教
育
・

啓
発
の
拠
点
で
あ
り
、
６
年
半
で
約
９
万
人
が

訪
れ
た
。
日
々
、
防
災
を
担
う
様
々
な
人
た
ち

が
出
入
り
し
て
お
り
、
産
官
学
民
の
協
働
も
盛

ん
で
、
防
災
減
災
の
戦
略
づ
く
り
と
実
践
が
進

ん
で
い
る
。

　

減
災
館
は
防
災
・
減
災
研
究
の
拠
点
で
も
あ

り
、
建
物
そ
の
も
の
を
揺
す
れ
る
世
界
で
も
稀

な
免
震
建
物
で
あ
る
。
ま
た
中
部
圏
の
歴
史
地

震
研
究
や
災
害
資
料
蓄
積
の
拠
点
で
も
あ
る
。

建
物
周
辺
は
、
地
盤
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

種
々
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
建
物
北
側
で
は
免

震
装
置
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ガ
ラ
ス
面
に
は
、
世
界
と
日
本
の
建
築
の
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歴
史
、
建
物
高
さ
比
べ
、
耐
震
・
免
震
・
制
振

技
術
の
変
遷
な
ど
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
て
い

る
。

　

平
時
の
減
災
館
は
、
備
え
の
た
め
の
場
と
な

る
。
原
則
、
火
曜
日
〜
土
曜
日
の
午
後
に
一
般

公
開
し
て
お
り
、
様
々
な
体
感
型
の
展
示
物
、

豊
富
な
資
料
と
情
報
シ
ス
テ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
通
し
て
、
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

１
階
に
は
、
防
災
・
減
災
を
学
ぶ
様
々
な
展
示

物
が
あ
る
。
振
動
装
置
と
映
像
を
組
み
合
わ
せ

て
長
周
期
地
震
動
を
体
感
す
る
振
動
台
、
３
次

元
地
形
模
型
に
様
々
な
災
害
情
報
を
立
体
的
に

映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、

地
震
発
生
や
地
震
波
伝
播
、
津
波
、
液
状
化
、

家
屋
の
耐
震
化
や
家
具
固
定
な
ど
の
模
型
、
建

物
や
地
盤
の
耐
震
実
験
模
型
、
家
庭
で
の
備
蓄

展
示
、名
古
屋
都
市
圏
の
床
面
大
型
空
中
写
真
、

津
波
の
高
さ
を
実
感
す
る
垂
れ
幕
、
長
周
期
の

揺
れ
を
体
感
す
る
の
ぼ
り
綱
、３
・
１
１
の
被
災

地
の
標
識
や
壁
新
聞
、
歴
史
地
震
の
年
表
と
地

域
の
地
震
遺
跡
、
江
戸
時
代
の
尾
張
国
絵
図
や

な
ま
ず
絵
、南
海
ト
ラ
フ
と
活
断
層
の
３
Ｄ 

地

形
図
、
天
正
地
震
で
の
清
洲
城
の
液
状
化
痕
跡

の
剥
ぎ
取
り
地
盤
な
ど
、
基
礎
か
ら
最
先
技
術

ま
で
様
々
な
展
示
物
が
広
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

　

２
階
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
資
料
や
地
域

資
料
を
閲
覧
で
き
る
。
自
然
災
害
に
関
わ
る
新

聞
記
事
や
雑
誌
、
ビ
デ
オ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、
東

日
本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
に
関
す

る
書
籍
、
東
海
4
県
の
市
町
村
史
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
地
域
防
災
計
画
、
地
盤
デ
ー
タ
、
古

地
図
、
災
害
に
関
係
す
る
書
籍
・
報
告
書
な
ど
、

様
々
な
資
料
が
収
集
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
今
昔
マ
ッ
プ
」
で
は
、
昔
の
地
図
や

標
高
図
、
空
中
写
真
、
被
害
想
定
、
今
と
昔
の

写
真
な
ど
を
表
示
で
き
、
任
意
の
場
所
の
土
地

の
成
り
立
ち
や
災
害
の
危
険
性
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
過
去
の
講
演
ビ
デ
オ
も
視
聴

で
き
る
。
不
定
期
で
は
あ
る
が
、
濃
尾
地
震
、

関
東
大
震
災
、
東
南
海
地
震
、
三
河
地
震
、
伊

勢
湾
台
風
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
発
生
月
に
は
、
特
別
企
画
展
も
行
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
公
開
日
に
は
、
減
災
館
の
研
究
者

が
日
替
わ
り
で
シ
ョ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
毎
月
、
双
方
向
の
「
げ
ん
さ
い

カ
フ
ェ
」
と
市
民
向
け
講
演
会
「
防
災
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、「
あ

い
ち
防
災
・
減
災
カ
レ
ッ
ジ
」
な
ど
の
各
種
の

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
る
。

　

減
災
館
は
、
我
が
こ
と
感
と
体
感
を
重
視
し

た
展
示
や
資
料
に
よ
り
、自
然
災
害
を
理
解
し
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
災
・
減
災
を
考
え
て
も

ら
う
「
学
び
」
と
「
気
付
き
」
の
場
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
様
々
な
人
が
出
会
い
元
気
に
防

災
・
減
災
の
た
め
に
連
携
協
働
す
る
場
で
も
あ

る
。

　

残
念
な
が
ら
、
本
稿
執
筆
時
に
は
、
感
染
症

対
策
の
た
め
公
開
を
休
止
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
バ
ー
チ
ャ
ル
減
災
館
と
し
て
、
様
々
な
オ

ン
ラ
イ
ン
教
材
を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ぜ
ひ
、
減
災
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
問

い
た
だ
き
た
い
（http://w

w
w
.gensai.

nagoya-u.ac.jp/

）。
ま
た
、
日
本
損
害
保
険
協

会
と
協
力
し
て
「
親
子
で
学
ぶ
防
災
・
減
災 

W
EB

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」（https://w

w
w
.sonpo.

or.jp/about/useful/jishinshikum
i/index.

htm
l

）
も
用
意
し
て
い
る
の
で
、
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

４
．お
わ
り
に

　

コ
ロ
ナ
禍
と
付
き
合
い
つ
つ
、
切
迫
す
る

様
々
な
災
禍
を
前
に
し
て
、
私
た
ち
大
人
は
、

新
た
な
社
会
の
価
値
観
に
つ
い
て
大
い
に
悩
み

つ
つ
、
子
供
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

全
力
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。
筆
者
も
で
き
る

限
り
の
力
を
尽
く
し
た
い
が
、
教
育
現
場
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
大
き
い
。
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